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議事

１． 報告事項

（ア）日本脊椎脊髄病学会理事会（2021 年 9 月）：高相先生

高相担当理事から理事会報告がされ、下記内容を確認した。

1. 本委員会で進めているアンケート調査研究（酒井先生と手束先生の脊椎脊髄手術におけ

る周術期抗血栓薬使用の安全性についての研究、川口先生の脊椎手術における部位確認

に関する研究）の内容について、9 月 28 日の JSSR 理事会において発表して頂いた。

2. アンケート調査研究結果を来年の JSSR 学会で発表する方向となった。

3. プリオン病の感染予防に関して、新たにアンケート調査は行わず、学会として注意喚起

を行っていく。

（イ）貸出器械（Loan Instruments）使用患者が後日プリオン病と判明した事例

報告（日本整形外科学会より）：酒井先生 (JOA 安全医療推進委員会アド

バイザー)
酒井先生から下記報告がされた。

1. ブリオン病感染予防ガイドライン 2020 を参考に、プリオン病の実態とその特徴につい

て説明がされ、LI に関しては十分な洗浄が必須であることが周知された。

2. プリオンは通常の消毒・滅菌法に対して極めて強い抵抗性を示すため、プリオン対策と

して高温アルカリ洗浄できる器械について説明された。

3. プリオン病の感染性が高いハイリスク組織を扱う手術として、硬膜を穿刺または切開

する手技、神経節自体に接触する手技、髄液の漏出が見られる場合が示された。

4. 2018 年米国 CDC の報告では、手術器機を介しての医原性プリオン病の報告は 6 例 と

されており、内訳は脳神経外科手術器機が 4 例、脳深部電極が 2 例であり、整形外科

領域の手術が原因の医原性プリオン病の報告はなかった。

5. 手術医療の実践ガイドライン(改訂第 3 版)では LI の洗浄および滅菌について

・業者は、自社内、あるいは外注で LI の洗浄および滅菌を実施した結果の記録書を作



成し、納品時に LI に添付する。

・業者が自社内で洗浄および滅菌を行っていない場合(滅菌業者に外注、または前回使

用施設に依頼した場合)には、洗浄および滅菌を行った施設で責任を持って洗浄・滅菌

記録書に記入して LI に添付しなければならない。

と記載しており、これを遵守する必要があることが説明された。

6. ハイリスク手技に対応した滅菌法のシステムを医療施設と貸出業者間で構築する必要

があることが説明された。

7. 業者への LI 洗浄状況の報告書を学会主導で調査し、今後洗浄を遵守遂行している業者

をホームページに提示することを検討する。

２． 検討・報告事項

（ア）脊椎脊髄手術における周術期抗血栓薬使用の安全性に関する研究：

酒井先生、手束先生

手束先生から研究進捗について下記報告がされた。

1. 9 月 28 日の JSSR 理事会においてアンケート調査結果を発表した。

2. アンケート調査結果を来年の JSSR 学会で発表する方向となった。

酒井先生から下記報告がされた。

1. 10 月 7 日締め切りの日本循環器学会の「非心臓手術における合併心疾患の評価と管理

に関するガイドライン」パブリックコメントに応募する予定。

2. JOA 担当理事の伊藤淳二先生からご助言頂き、JSSR で案を作成し提出予定。

（イ）脊椎手術における部位確認に関する研究：川口先生

川口先生からアンケート調査結果について下記報告がされた。

1. アンケート調査結果について 9 月 28 日の JSSR 理事会で発表した。

2. アンケート調査研究を来年の JSSR 学会で発表する予定。

3. 脊椎手術における部位確認に関する研究の演題名、発表内容について今後検討する。

4. 今後アンケート集計結果を理事会や委員会で確認し、誤解を与えないような結果を脊

椎脊髄病学会会員へ注意喚起となるように纏めていく。

（ウ）JSSR 統合型 DB 進捗状況：金村先生

金村先生に代わり今釜先生から JSSR 統合型 DB 進捗について下記報告がされた。

1. ステージング環境での入力確認を本委員会委員にて行って頂いた。

2. 各委員からのフィードバックに対する DB-WG からのコメントを共有した。

3. 11 月に本登録開始（登録対象期間 1 か月、調査期間 1 カ月間）に向けて準備している。



３． 次回、次々回委員会開催日

・約 1 ヶ月後の JSSR 理事会開催後に予定（1 時間の見込み）

・理事会が最終月曜日のため、月によっては月初の水曜日に予定

・【次回】2021.10.27（水）18 時 30 分～

・【次々回】2021.12.01（水）18 時 30 分～


